
火
事
の
逃
げ
遅
れ
か
ら

あ
な
た
と
、

あ
な
た
の
家
族
を

守
る
た
め
に
！

住
宅
火
災
に
よ
り
、

毎
年
全
国
で
千
人
以

上
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

火
災
に
よ
る
死
者
を
減
少
さ
せ
る
目
的

で
、

消
防
法
及
び
海
津
市
火
災
予
防
条
例
が

改
正
さ
れ
、

す
べ
て
の
家
庭
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

な
ぜ
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
が
必
要
な
の
？

ア
メ
リ
カ
で
は

す
で
に
、

火
災
警
報

器
等

の
設
置
が
義

務
化
さ
れ
、

一
一十

一

年
間
で
火
災
に
よ

る
死
者
数
は
約
半

分
に
ま
で
減

っ
て

い
ま
す
。

全
国
で
は
、

住
宅

火
災
に
よ
る
死
者

数
が
、

建
物
火
災
に

よ
る
死
者
数

の
約

９
割
に
及
ん
で
お

り
、

死
者
の
約
６
割

が
逃
げ
遅
れ
に
よ

る
も
の
で
す
。

火
災

の
発
生
を

い
ち
早
く
発
見
す

る
こ
と
が
、

早
い
消

火
・
早
い
避
難
に
つ

な
が
り
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
？

夕

私

毅

抑

融

統

轍

蜘

”

統

ユ
中
＝
も

章 ‐‐

ゃ

輸

タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
　
　
―
―
―
―
、

ま
た
、

電
池
を
使
う
も

住
宅
用
火
災
警
報

器
等
を
設
置
し
た
場

合
と
そ
う
で
な
い
場

合
と
で
は
、

平
成
十
四

年
中
の
住
宅
火
災

一

〇
〇
件
当
た
り
の
死

者
数

（放
火
自
殺
等
を

除
く
）
は
、

住
宅
用
火

災
警
報
器
等

の
設
置

に
よ
り
３
倍
以
上
の

効
果
が
見
ら
れ
ま
す
。

Ｑ

煙
式
と
熱
式
の
ど
ろ

ら
を
設
置
す
れ
ば
い

い
の
？

条
例
で
は
、

寝
室

・

階
段
等
に
、

煙
式
の
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る

こ
と
と
さ
れ

て
い
ま

す
。

Ｑ

△口
所
に
は
設
置
し
な

く
て
も
い
い
の
？

条
例
で
は
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
る
場
所
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

火

災

の
早
期
発
見

の
た

め
、

設
置
さ
れ
ま
す
と

更
に
安
心
で
し
ょ
う
。

な
お
、

台
所
に
は
熱

式

で
も
よ

い
で
し
ょ

】
い「
／
。

Ｑ

居
間
で
寝
て
い
る
場

合
も
必
要
？

昼
間
は
居
間
と
し
て

使
用
し
、

夜
問
寝
室
と

し
て
使
用
す
る
場
合
は

設
置
が
必
要
で
す
。

８
Ｑ

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
で

も
設
置
が
必
要
で
す

か
？

ｃ
　

　

マ
ン
シ
ヨ
ン
な
ど
で

自
動
火
災
報
知
設
備
、

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い

４
　

る
と
き
は
、

免
除
さ
れ

ま
す
。

Ｑ

古同
齢
者
や
警
報
音
が

間
き
取
り
に
く
い
人

２
　
　
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
？

高
齢
者
等
の
寝
室
以

ｏ
　

外
に
も
火
災
を
知
ら
せ

る
必
要
が
あ
る
場
合

は
、

あ
わ
せ
て
補
助
警

報
装
置
を
設
置
し
、

警

報
音
が
聞
き
取
り
に
く

い
場
合
は
、

光
を
発
す

る
機
器
を
接
続
す
れ
ば

安
心
で
す
。

Ｑ

ど
こ
で
買
え
ば
い
い

の
？

電
気
店
、

家
電
量
販

店
、

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
取
り
扱

っ
て
い

ま
す
。

購
入
時
は
、

感
度
や

ブ
ザ
ー
の
音
量
な
ど
が

基
準
に
適
合
し
た
日
本

消
防
検
定
協
会
の
鑑
定

マ
ー
ク

「
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
」

の
つ
い
て
い
る
も
の
を

目
安
と

し
て
く
だ
さ

い
。

-177A
住宅以外の

建物火災に

よる死苦数

1併人
住宅 火災 に

よう文書 数

1070人

<平 成 23年 中の火災データ (消防庁 ・放火 自殺者等を除 く)>

口逃げ遅れ

口藩衣着火

出火後再進入

口その他

(天丼用)

取り付けが義務付けられている所

(寝室 ・階段 ・廊下)

言隻 置 」勝詠アフ青

寝室 ・階段 ・※廊下
※7ポ以上の居室が

5室以上ある場合に限る

平 成 23年 6月 1日 か らは、

過ぎました)

(既存 住 宅 の猶 予期 限 が

取 り付けをおすすめする所

(台所 'すべての居室)

ま
す
の
で
安
心
で
す
。

Ｑ

時
々
点
検
を
し
な
く

て
も
い
い
で
す
か
？

点
検
用
の
ボ
タ
ン
や

引
き
ひ
も
な
ど
で
簡
単

に
で
き
ま
す
。

取
扱
説

明
書
を
ご
覧

く
だ
さ

い
。

Ｑ

住
宅
用
火
災
警
報
器

が
汚
れ
て
い
た
ら
？

警
報
器
に
ホ
コ
リ
が

付
く
と
感
知
し
づ
ら
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、

定
期
的
に
乾
い

た
布
な
ど
で
拭
き
取
り

ま

し

よ
う

。

Ｑ

電
池
式
の
も
の
は
、

い

つ
電
池
を
交
換
す
れ

ば
い
い
の
？

電
池
寿
命
は
五
年
と

十
年
が
あ
り
ま
す
。

電
池
切
れ

の
と
き

は
、

動
作
表
示
灯
が
点

滅
し
、

電
池
切
れ
警
報

音
が
鳴
り
ま
す
の
で
、

こ
の
よ
う
な
状
態
と
な

っ
た
場
合
は
、

ま
ず
、

お
買
い
求
め
販
売
店

ヘ

お
問
い
合
わ
せ
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

100件当たりの死嵩発生児紹宅知9ル鮫

住 宅用 火災

警報 器 等無

6 1 人



の 火災警報器設置場所

平家建住宅設置例

寝室が一室のみの場合

2階 建住宅設置例

寝室が2階 のみの場合

※寝室 ・階段には煙式に限る

3階 建住宅設置例

寝室が 1階 のみの場合

工一一一「「〒

居室 居室

轡
階段

居 室 居 室

ギ

主

台所

轡
寝 室

居室

観
寝室

観
階段

台所 居室

キ

主

3階 建住宅設置例

寝室が2階 のみの場合

3階 建住宅設置例

寝室が3階 のみの場合

3階 建住宅設置例

寝室が2階 ・3階 の場合

▼梁などがある場合の取付位置 ▼エアコンなどの吹き出し□付近の取付位置

火災警報器の中心を梁から

60cm以 上離します。

換気扇やエアコンの吹き出し口

から15m以 上離します。

<天 丼の場合 >

▼壁面からの取付位置

火災警報器の中心を

壁から6∝m以 上離

します。

<壁 面の場合 >

天丼から15～50cm

以内に火災警報器の

中心がくるように取

り付けます。

13o印

だd角 斎/ノ お問い合わせ先

海津市消防本部

予防課予防係

罰

0 5 8 4 - 5 3 - 0 1 1 9

(内線 215)

■ 「今すぐ取り付けなければ、だめです。」「この火災警報器でないとだめです。」など
と言って、強ヨ1に訪間販売を行う業者に

■住宅用火災警報器は、訪閣販売であれば
適用できます。

■日本消防検定協会の鑑定品には 「鑑定マ

製品を購入される際の目安としてくださ
■消防職員が住宅用火災警報器などを点検

(鑑定マーク)


